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１ ＳＤＧｓについて・国の動向



ＭＤＧｓからＳＤＧｓへ
MDGs エムディージーズ : Millennium Development Goals

• 2000年にまとめられた2015年までに達成すべき8つの目標

• ＳＤＧｓはＭＤＧｓの後継

極度の貧困と
飢餓の撲滅

普遍的な
初等教育の達成

乳幼児死亡率の削減

ジェンダー平等の推進と
女性の地位向上

妊産婦の健康の改善

HIV/エイズ、マラリア、
その他の疾病のまん延防止

環境の持続可能性を確保

開発のためのグローバルな
パートナーシップの推進



Sustainable Development Goals

（サスティナブル ディベロップメント ゴールズ）

＝持続可能な開発目標

•「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の
中核を構成する目標

• 2030年を期限とする包括的な17の目標

•「誰一人取り残さない」社会の実現を
目指し、経済・社会・環境をめぐる
広範な課題に、統合的に取り組む

ＳＤＧｓとは



ＳＤＧｓの実施原則

先進国を含め、全ての国が行動する普遍性

包摂性

参画型

統合性

透明性

人間の安全保障の理念を反映し、「誰一人取り残さない」

全てのステークホルダー（政府、企業、NGO、有識者等）が役割を

社会・経済・環境は不可分であり、統合的に取り組む

モニタリング指標を定め、定期的にフォローアップ

（外務省ホームページ参照）



持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

①貧困 ②飢餓 ③保健 ⑥水・衛生⑤ジェンダー④教育

⑧成長・雇用 ⑪都市⑩不平等

⑬気候変動 ⑭海洋資源

⑫生産・消費

⑮陸上資源

⑨イノベーション

⑯平和

⑦エネルギー

⑰実施手段



ＳＤＧｓの169のターゲット （例）

出典：外務省HP 持続可能な開発のための 2030 アジェンダ仮訳

1.1 2030 年までに、現在 1 日 1.25 ドル未満で生活する
人々と定義されている極度の貧困をあらゆる場所で終わ
らせる。

1.3 各国において最低限の基準を含む適切な社会保護
制度及び対策を実施し、2030 年までに貧困層及び脆弱
層に対し十分な保護を達成する。

11.1 2030 年までに、すべての人々の、適切、安全かつ
安価な住宅及び基本的サービスへのアクセスを確保し、
スラムを改善する。

11.b 2020 年までに、<中略>災害に対する強靱さ（レジリ
エンス）を目指す総合的政策及び計画を導入・実施した
都市及び人間居住地の件数を大幅に増加させ、仙台防
災枠組 2015-2030 に沿って、あらゆるレベルでの総合
的な災害リスク管理の策定と実施を行う。



なぜＳＤＧｓは必要とされるのか

世界共通の目標が…

あ る な い

各国や企業が
自由にふるまう

各国や企業が
同じ課題に取り組む

・世界的な課題が解決
されない

・世界の状況が悪化
・人間の生活が脅かされる

・世界的な課題を解決
・持続可能な世界の実現

が期待できる

人間活動から生じる課題を
みんなで解決



企業活動とＳＤＧｓ

SDGsへの関心は、
ビジネスの分野で急速に高まっている

 企業が生き残るためには価値を生み続けることが必要

 SDGsは世界共通の目標
＝世界が理想とする未来を現したもの

 SDGsにどう取り組むか考えること
＝企業価値を高める方法を考えること



ＳＤＧｓに関係しない人はいない

SDGsの達成に向けては、
一人ひとりが意識することが大切

 食品ロスは日本国内で年間約643万トン

 世界のエネルギー使用量の増加

 海中プラスチックごみの増加

個人の行動の変革が必要

【人間社会から生じる課題（例）】



国の動向（概要）

・平成28年5月
「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）推進本部」を設置

・推進本部において、毎年の具体的施策をまとめた
「ＳＤＧｓアクションプラン」を策定

・ＳＤＧｓ未来都市及び自治体ＳＤＧｓモデル事業を
選定 名古屋市もＳＤＧｓ未来都市に



ＳＤＧｓ未来都市等 選定都市内訳

H30 R1 R2 R3

29都市 31都市 33都市 31都市

１ 内訳

２ 愛知県下の状況

H30 R1 R2 R3

豊田市
愛知県

名古屋市
豊橋市

岡崎市
小牧市
知立市



２ 名古屋市の取り組み
①「ＳＤＧｓ未来都市」名古屋



名古屋市ＳＤＧｓ未来都市計画

令和元年7月1日 ＳＤＧｓ未来都市選定証授与式＠総理大臣官邸

↑ＳＤＧｓ未来都市選定証

↑ＳＤＧｓ未来都市選定証授与式
（中央が名古屋市堀場副市長。同時に選定を受けた
愛知県、豊橋市とともに撮影）

名古屋市はSDGs未来都市に選定されました！

名古屋市
堀場副市長

愛知県知事
豊橋市長

安倍総理大臣



名古屋市ＳＤＧｓ未来都市計画

・名古屋市総合計画２０２３の内容を踏まえ、

令和元年10月に策定

・2030年のあるべき姿やその実現に向けた取組

内容を記載

※冊子全体のデータは、名古屋市公式ウェブサイトでご覧いただけます

ＳＤＧｓ未来都市計画とは



名古屋市ＳＤＧｓ未来都市計画

＜名古屋市SDGs未来都市計画の概要＞

○2030年のあるべき姿に向けて、
【経済】、【社会】、【環境】の三側面の取組を行う

○SDGsの理念の啓発や情報発信に取り組む

○様々なステークホルダーと連携する

○特に注力する取組
「アジア競技大会開催・リニア中央新幹線開業を見据
えた低炭素・先進モビリティ都市NAGOYAの構築」



名古屋市ＳＤＧｓ未来都市計画

環 境

●イノベーション拠点の設置・運営
●なごやみらい企業・女性スタート
アップ創出プロジェクト

●働きやすい企業の創出による
ナゴヤの活性化プロジェクト

リニア時代を迎える
名古屋経済の持続的な発展

●先進モビリティの社会実装
●新たな路面公共交通システム
（ＳＲＴ）の導入
●リニア中央新幹線開業に向けた
都心部のまちづくり

国際的な都市間競争を
勝ち抜く交流拠点都市の形成

『低炭素・先進モビリティ都市
への挑戦』の参加企業数

なごや環境大学を
支える団体数

二酸化炭素排出量
(自動車)

市内の鉄軌道及び
市バスの１日当たり
乗車人員合計

省エネルギー等環境に
配慮した事業活動に取り組んだ
市内中小企業の割合

新規創業件数

❶ 低炭素・先進モビリティ都市への挑戦プロジェクト

➋ 次世代を担う子どもたちによる継承プロジェクト

経 済

●水素エネルギーの利活用の推進
●低炭素なライフスタイル・
ビジネススタイルの推進

●生物多様性の主流化

低炭素都市・

自然共生都市の実現

社 会

特に注力する取組（イメージ図）
UP！

UP！

UP！

UP！

UP！

DOWN！



名古屋市ＳＤＧｓ未来都市計画

【経済】イノベーション拠点の設置・運営

取組状況

▲令和元年7月に設置した「ナゴヤ イノベーターズ ガレージ」



名古屋市ＳＤＧｓ未来都市計画

【社会】新たな路面公共交通システム（ＳＲＴ）
の導入

取組状況

◀ 新たな路面公共交通
システム（SRT）イメージ



名古屋市ＳＤＧｓ未来都市計画

【環境】水素エネルギーの利活用の推進

取組状況

▲イベントでのFCVの展示・外部給電実演



２ 名古屋市の取り組み
②普及・情報発信



啓発・情報発信

○「ＳＤＧｓってなに？」の発行（R2.4）

チラシ・パンフレット等による啓発・情報発信

17の各ゴールについて

・世界の主な目標
・日本の状況
・名古屋市の取り組み例

を解説したガイドブック。

※5千部作成
※小学４年生以上で習う漢字はルビ対応



啓発・情報発信
チラシ・パンフレット等による啓発・情報発信



• ＳＤＧｓ達成のための取組の加速

• 啓発・情報発信の積極的な実施

• パートナーシップの形成

今後の課題

ＳＤＧｓを意識した行動、

周りの人への拡散をお願いします！



３ 名古屋市ＳＤＧｓ推進プラットフォーム



ここから

についてご説明します。



名古屋市SDGｓ推進プラットフォーム創設発表

令和３年５月１２日

プラットフォームの創設を発表するとともに連携パートナーとして
東京海上日動火災保険株式会社及び名古屋市信用保証協会と覚書を締結



ＳＤＧｓ達成に向けて…

行政だけでなく、市民・企業など様々な方々と

ＳＤＧｓの理念や目標を共有し、それぞれが当事

者意識を持って取り組むことが必要

プラットフォームの設置の背景

➡ すべてのステークホルダーが参画し
ともに取り組む仕組みが必要



ＳＤＧｓの取り組みの一層の向上を図るため、

名古屋市とともにＳＤＧｓ達成に向けて取り組む

企業・団体・大学等を会員として募集し、

市域全体でＳＤＧｓを推進する仕組みを作る

プラットフォームの目的



企業・団体・大学等

☑ 名古屋市内に事業所等を置く

☑ ＳＤＧｓの達成に向けて取り組んでいる

もしくは取り組みを始める予定のある

会員の対象

※法人格の有無は問いません。
※入会金および年会費無料



【イメージ】

名古屋市ＳＤＧｓ推進
プラットフォーム

ＳＤＧｓ達成に向け連携し取り組む

ＳＤＧｓ達成に向けた

取り組みを加速させる企 業 団 体

大 学 名古屋市

プラットフォームを土台とし

それぞれが主体

となり活動する。



✔ 専用ウェブサイトで会員の取り組み等を掲載

✔ セミナーや交流会に参加できる

✔ 市からの情報や

連携パートナーなどによる支援が受けられる など

会員のメリット

➡ 取り組みの「見える化」や「対外的なＰＲ」が可能

➡ 会員同士の「連携の機会」を提供



会員の取り組み内容等を掲載

専用ウェブサイト開設（7～8月予定）

➡ 取り組みの「見える化」や「対外的なＰＲ」が可能！

※ イメージ



セミナー

・ ７月、８月、10月に計３回実施予定（Ｒ３）

・ ＳＤＧｓの基本や取り組み方、企業連携など

経営の視点を取り入れた内容を予定

セミナー、交流会等の開催（会員限定）

➡ 取り組みのヒントから「実践」につなげる！

※第１回セミナー７月８日（木）14：00開催 参加者募集中



セミナー（令和３年度）



交流会

・ 11月以降に計２回実施予定
・ 取り組み事例の共有や会員間の交流

セミナー、交流会等の開催（会員限定）

➡ 多様なステークホルダーの交流機会を創出！

プラットフォーム会員総会

・ ８月５日（木）１３時から

・ 基調講演、パネルディスカッション など



ＳＤＧｓ教育支援などを受けられる

連携パートナーなどによる支援

Ｅｘ）

・カードゲームによるＳＤＧｓ教育

・会員向け保証制度

・ＢＣＰ策定支援

・取り組みガイドブックの活用



名古屋市の取り組みの紹介やイベント等のご案内

市からの情報発信

※ イメージ



・会員からのプロジェクト提案

地域課題の解決に向けた取り組みを提案し、

賛同する他の会員が参画し、ともに課題解決に

取り組む。

プラットフォームの活動想定（例１）

ＥＸ） ・食品ロスを削減するプロジェクト

→ フードドライブの取り組み



プラットフォームの活動想定（例２）

・会員からの情報発信

会員がセミナーなどの開催を企画し、他の会員

に対し受講の案内を行う。

ＥＸ） ・大学教授によるオンラインセミナーの開催

→ 会員は無料で受講できる。



プラットフォームの活動想定（例３）

・市の事業との連携

名古屋市が行う施策、事業の中から、ともに

取り組むことができる会員との連携

ＥＸ） ・イベントへの協力

・災害時の物資供給



〇 取り組み・活動内容や目標、目指す17のゴール
等を記載した登録申請書を事務局（名古屋市役
所総務局企画課）に提出。

申請方法等



〇 登録期間は2024（令和6）年３月31日まで

〇 会員は１年に１度、取り組み・活動状況を
事務局に報告

申請方法等



申請書の記載（様式１）

Ｐｏｉｎｔ！

所在地
名古屋市内に限ります。

情報提供は原則メールで
行うため必ず記載してください。

Ｐｏｉｎｔ！

ご確認のうえ、✅を忘れずに

Ｐｏｉｎｔ！



申請書の記載（様式１）

Ｐｏｉｎｔ！

・ 目指すゴールは複数選択可能
・ 主要ゴールは１つのみ※

※ 主要ゴールが複数ある場合には、
優先順位が高いものを１つ選択して
ください。



申請書の記載（様式１）

Ｐｏｉｎｔ！

文字数制限があります。

記載されたものは
専用ウェブサイトに掲載
される予定です。

Ｐｏｉｎｔ！

５、６の記載は、会員相互
の連携の機会につながります。

Ｐｏｉｎｔ！



申請書の記載（様式２）

Ｐｏｉｎｔ！

・ SDGs達成に向け、重点的に取り組んでいく行動を具体的に
ご記載ください。
・ すでに取り組んでいる行動でもＯＫ。
・ 行が足りない場合には、追加し記入してください。



申請書の記載（様式２）

Ｐｏｉｎｔ！

・ 【いつまでに】、【どれくらい（数値や成果）】 が分かるように
記入してください。
・ 単年度の目標でも、2030年までの目標でもＯＫ。



申請書の記載（様式１、２）

Ｐｏｉｎｔ！

・ 申請者が、ＳＤＧｓの達成につながると考える取り組み・活動内

容を「見える化」することが目的であり、申請書の記載内容に
よって登録の可否を判断するものではありません。

自分たちに合った方法で

自分たちができることから、始める！



ご質問等

・ よくあるご質問は、

市公式ウェブサイトに掲載をしています。

・ 本日の説明会の内容をはじめご質問がある

場合には、メールにてお問合せください。

Ｅ-ｍａｉｌ：a2205@somu.city.nagoya.lg.jp



ー世界に冠たる『ＮＡＧＯＹＡ』へー

ＳＤＧｓにみんなで取り組もう

会員登録はこちらから
↓↓↓


